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▶第4次三川町総合計画（案）に対する
　パブリックコメントを行っています
▶三川町住まいづくり支援事業
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▶子ども広場〈東郷小学校〉
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【
阿
部
町
長
よ
り
】

　
私
は
、
５
期
目
の
町
長
選
挙
に
臨
ん
で
示
し
た

公
約
を
し
っ
か
り
と
実
現
す
る
た
め
、
町
民
の
目

線
に
立
っ
た
対
話
、
そ
し
て
、
町
民
と
向
き
合
う

町
政
と
い
う
基
本
姿
勢
の
も
と
に
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
町
、

町
民
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
、
教
育
及
び
子
育
て

環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
、
産
業
の
振
興
に
鋭
意
努

力
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
い
よ
い
よ
第
３
次
総
合
計
画
の
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
期
総
合
計
画
も

見
据
え
、
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
建
設
中
の
子
育
て
交
流
施
設
「
テ
オ
ト
ル
」

内
に
、「
子
育
て
支
援
」「
学
童
保
育
」「
地
域
交
流
」

の
３
つ
の
機
能
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
事
業
内
容
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

▼
学
童
保
育
所
の
運
営
支
援

▼
多
目
的
ホ
ー
ル
の
利
用
促
進

子
育
て
交
流
施
設「
テ
オ
ト
ル
」

【
重
点
項
目
】

▼
子
育
て
交
流
施
設
整
備
事
業

▼
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

▼
公
共
施
設
等
長
寿
命
化
対
策
事
業

▼
い
ろ
り
火
の
里
推
進
事
業

▼
子
育
て
支
援
と
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

▼
安
全
安
心
で
快
適
な
環
境
の
構
築

▼
魅
力
あ
る
産
業
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大

　3月議会定例会で、阿部町長は令和2年度のまちづくりの基本的な
考え方や主要な施策について述べました。
　今年度に実施する事業のうち、ここでは、新規・拡大事業を中心
にお知らせします。

令和２年度 三川町

政施
方 針

建設中の子育て交流施設「テオトル」



3 2020.4.15

子
育
て
支
援

　

今
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
期
三
川
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
安
心
し
て
健
や

か
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
作
り
、
子
育

て
世
代
の
支
援
と
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
出
産
祝
金
事
業
の
継
続

▼
中
学
生
ま
で
の
入
院
、
通
院
医
療
費
の
完
全
無
料
化

を
継
続

▼
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
と
母
子
保
健
事

業
の
充
実
に
よ
る
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援

▼
保
護
者
の
就
労
と
子
育
て
の
両
立
の
支
援

学
校
教
育

　

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
確
か
な
成
長
を

促
す
た
め
の
快
適
な
学
習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
教
育
課

程
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

▼
各
小
・
中
学
校
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

よ
る
情
報
通
信
整
備

▼
長
寿
命
化
対
策
と
し
て
押
切
小
学
校
の
校
舎
棟
の
改
修

▼
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
）
の
導
入

か
わ
ま
ち
づ
く
り

　

本
町
の
中
央
を
流
れ
る
赤
川
の
自
然
環
境
を
活
用
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
魅
力
の
創
出
を
目
指
す
、
か
わ
ま

ち
づ
く
り
整
備
事
業
に
よ
る
親
水
空
間
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

地
域
開
発

　

新
た
な
雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

▼
み
か
わ
産
業
団
地
の
拡
張
に
向
け
た
実
施
計
画
の
策
定

▼
住
環
境
整
備
（
桜
木
地
区
住
宅
地
開
発
な
ど
）

校舎の改修が予定されている押切小学校

現在工事が進められている田田大橋南側
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所
得
向
上
を
目
指
す
農
業
振
興
策
と
し
て
、
新
農
業

所
得
構
造
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
農
業
経
済
全

体
の
底
上
げ
を
目
指
し
ま
す
。

▼
農
産
所
得
拡
大
支
援
事
業
、
瑞
穂
の
郷
づ
く
り
事
業

の
継
続
実
施

▼
新
農
業
所
得
構
造
改
革
推
進
事
業
（
ス
マ
ー
ト
農
業

導
入
支
援
事
業
、
土
づ
く
り
支
援
事
業
、
先
進
農
業

見
聞
支
援
事
業
）
に
よ
る
農
業
所
得
の
構
造
改
革

▼
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
、
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
援
対
策
事
業
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
米
づ
く
り

　

商
工
業
の
総
合
的
な
発
展
と
雇
用
の
安
定
化
を
図
る

ほ
か
、
町
観
光
協
会
や
み
か
わ
振
興
公
社
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
賑
わ
い
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

▼
町
内
商
工
業
者
の
経
営
体
質
の
強
化
に
取
り
組
む
出

羽
商
工
会
へ
の
活
動
支
援

▼
出
羽
商
工
会
三
川
支
所
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
の
支
援

▼
田
か
ら
（
宝
）
も
の
逸
品
開
発
事
業
に
よ
る
特
産
品

の
開
発
支
援

▼
広
域
観
光
事
業
「
ポ
ス
ト
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
支
援

商
工
業
・
観
光
振
興

健
康
福
祉

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
支
え
合
い
、
生
き
が
い
、

そ
し
て
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
保
健
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
等
各
般
に
わ
た
る
施
策
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。

▼
高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
交
流
活
動
や
生
き
が
い
づ

く
り
の
推
進

▼
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
や
情
報
提
供
、
相
談
支
援

等
の
継
続

▼「
い
の
ち
支
え
る
三
川
町
自
殺
対
策
計
画
」に
基
づ
く

「
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」

▼
各
種
健
（
検
）
診
の
受
診
勧
奨
強
化
、
受
診
結
果
を

踏
ま
え
た
保
健
指
導
に
よ
る
疾
病
予
防
や
悪
化
防
止
、

健
康
づ
く
り
の
推
進

▼
介
護
予
防
の
啓
発
と
通
い
の
場
の
充
実

▼
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
推
進

農
業
振
興

い
ろ
り
火
の
里

　

魅
力
あ
る
施
設
・
設
備
の
整
備
に
努
め
、
利
用
者
の

誘
導
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
施
設
等
の

老
朽
化
に
伴
い
、
計
画
的
に
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

▼
い
ろ
り
火
の
里
を
会
場
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

招
致

▼
な
の
花
温
泉
田
田
、
な
の
花
ホ
ー
ル
の
空
調
設
備
改
修

三川産米による特
別純米酒「イ号 彌
太右衛門」
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防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全

　

災
害
時
の
対
策
拠
点
と
な
る
役
場
庁
舎
の
災
害
対
策

本
部
機
能
を
確
保
す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
、
総
合
的
に
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
情
報
端
末
機
器
の
役
場
庁
舎
上
層
階
へ
の
移
設
工
事

▼
地
域
防
災
計
画
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
の
周
知

徹
底

▼
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
の
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
・
充
実

▼
町
内
会
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
避
難
所
開
設
訓

練
の
実
施

▼
町
内
会
管
理
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
促
進

▼
警
察
署
や
防
犯
協
会
等
と
連
携
し
た
防
犯
活
動
の
強
化

▼
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
マ
ナ
ー
の
推
進

住
ま
い

　

住
環
境
の
整
備
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
定
住
人
口

の
増
加
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
で
は
、
多
種
多
様
な
利
活
用
を
推
進
し
、

住
環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
改
修
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
支
援
、
移
住
定
住
促
進
事
業

の
継
続

▼
空
き
家
等
の
解
体
に
対
す
る
支
援
と
空
き
家
バ
ン
ク

の
継
続
実
施

▼
空
き
家
の
寄
附
受
け
入
れ

道
路
・
橋
・
公
園

　

町
民
の
安
心
で
快
適
な
生
活
と
、
円
滑
な
社
会
経
済

活
動
を
支
え
る
た
め
の
社
会
資
本
整
備
や
、
住
環
境
の

保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
舗
装
劣
化
が
著
し
い
幹
線
町
道
の
舗
装
改
良

▼
道
路
等
の
浸
水
対
策
と
し
て
の
側
溝
整
備
や
通
学
路

等
に
お
け
る
安
全
施
設
の
整
備

▼
冬
季
の
安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
の
防
雪
柵
整
備
、

除
雪
車
の
増
強

▼
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
橋
の

維
持
補
修

▼
藤
島
川
に
架
か
る
宮
東
橋
の
大
規
模
補
修
工
事

▼
袖
東
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

▼
袖
東
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

ま
ち
づ
く
り

　

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
、
引
き
続
き
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
そ
の
対

応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
町
内
会
等
の
活
動
の
充
実

▼
積
極
的
な
広
報
広
聴
活
動

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
見
据
え
た
第

４
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
を
重
視
し
、
課
題
一
つ
ひ
と
つ
に
的
確
に
対
処

す
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
推
進
し
な
が

ら
町
民
の
福
祉
向
上
と
町
政
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

▼
空
き
家
の
寄
附
受
け
入
れ

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
で
健
康
的
な
生
活
を
送

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
多
様
な
活
動
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

▼
生
涯
を
通
じ
て
積
極
的
に
学
び
、
そ
の
成
果
を
活
か

す
た
め
の
学
習
環
境
の
充
実

▼
芸
術
文
化
協
会
や

町
体
育
協
会
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連

携
▼
屋
内
運
動
施
設
ア

ス
レ
な
の
花
の
大

規
模
改
修
事
業
に

向
け
た
実
施
設
計

業
務
の
実
施

全国から出場者が集まったツーリングイベント
「じろで庄内」は今年度も開催予定
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　令和2年度の一般会計予算は、53
億9，500万円で、前年度に比べて、3
億2，500万円の減額（5.7%減）となっ
ています。
　歳入で大きな割合を占める地方交
付税は、普通交付税と特別交付税を
合わせた総額で 14 億 5，000 万円
（1.4%増）を見込んでいます。
　町税は、法人町民税の減収が見込
まれるものの、固定資産税などの増を
見込み、総額を1，016万円増の9億
8，427万円（1.0％増）としています。
　国庫支出金は、保育所等整備交付
金や社会資本整備総合交付金等の増
額見込みにより、総額を1億9，411万
円増の5億3，640万円（56.7％増）と見
込んでいます。
　町債は、公共施設等の整備や、道
路の改良工事等に多額の費用が必要
となる場合に借り入れするもので、今
年度は押切小学校校舎の長寿命化事
業に充てる財源として1億7，540万円
を借り入れるなど、全体では5億1，310
万円を計上しています。

入湯税
17,000（1.7%）

固定資産税
482,788
（49.1%）町民税

384,450
（39.1%）

町たばこ税
71,000（7.2%）

軽自動車税
29,032（2.9%）

町税の
内訳

地方交付税
1,450,000（26.9%）

町　税
984,270
（18.3%）

財産収入・寄附金・諸収入
702,340（13.0%）

繰入金
461,397（8.6%）

県支出金
398,930（7.4%）

地方譲与税・交付金
232,902（4.3%）

繰越金
60,000（1.1%）

分担金及び負担金
34,342（0.6%）

使用料及び手数料
21,316（0.4%）     

一般会計
歳入

 単位 : 千円
（　）構成比

国庫支出金
536,403（9.9%）

町　債
513,100（9.5%）

用
語
説
明

地
方
交
付
税
…
自
治
体
の
財
政
力
な

ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
で
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交

付
税
が
あ
り
ま
す
。
普
通
交
付
税

は
、
自
治
体
間
の
財
政
力
の
不
均

衡
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
住
民
が

一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
国
税
（
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば

こ
税
）
と
し
て
集
め
ら
れ
た
財
源

の
う
ち
、
一
定
割
合
の
額
を
自
治

体
に
再
配
分
さ
れ
る
も
の
で
す
。

繰
入
金
…
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り

崩
し
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
お
金
で
す
。

地
方
譲
与
税
…
国
税
と
し
て
集
め
た

税
を
、
客
観
的
な
基
準
（
道
路
の

延
長
や
面
積
等
）
に
よ
っ
て
、
自

治
体
に
配
分
さ
れ
る
も
の
で
す
。

分
担
金
及
び
負
担
金
…
保
育
園
保
育

料
、
受
益
者
負
担
な
ど
、
利
用
者

が
負
担
す
る
お
金
で
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
…
地
方
交
付
税
と

し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き
額
の
不
足

分
を
、
自
治
体
が
借
入
す
る
も
の

で
、
償
還
額
は
後
年
度
の
地
方
交

付
税
に
全
額
算
入
さ
れ
ま
す
。

●特別会計予算
会 　 　 計 　 　 名 令和㆓年度予算 平成叅㆒年度予算 対前年度比
国 民 健 康 保 険 6億9，160万円 6億5，880万円 5.0%
後 期 高 齢 者 医 療 8，860万円 8，390万円 5.6%
介 護 保 険 8億7，390万円 8億7，110万円 0.3%
農業集落排水事業 1億7，000万円 1億5，920万円 6.8%
下 水 道 事 業 3億7，400万円 3億3，510万円 11.6%

53億9,500万円 三川町の予算　歳入一般会計予算

前年度比
5.7% 減
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民生費
1,374,187

（25.5%）

総務費
769,668（14.3%）

土木費
652,549（12.1%）

商工費
492,472

（9.1%）

公債費
450,292

（8.3%）

農林水産業費
389,174（7.2%）

消防費
236,588（4.4%）

衛生費
162,565

（3.0%）

議会費
70,193（1.3%）

災害復旧費・予備費
10,025（0.2%）

労働費
4,227

（0.1%）

一般会計
歳出

 単位 : 千円
（　）構成比

教育費
783,060

（14.5%）

民
生
費
…
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す

る
福
祉
施
策
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
関
す
る
経
費
で
す
。

教
育
費
…
学
校
教
育
や
社
会
教
育
活

動
、
文
化
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

総
務
費
…
選
挙
や
戸
籍
管
理
、
役
場

庁
舎
の
管
理
等
行
政
全
般
の
事
務

な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

土
木
費
…
道
路
や
公
園
な
ど
の
社
会

資
本
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
振
興
な
ど

の
経
費
で
す
。

公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り

た
お
金
（
町
債
）
の
元
金
・
利
子

や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う

た
め
の
経
費
で
す
。

農
林
水
産
業
費
…
農
業
振
興
の
た
め

の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の

経
費
で
す
。

衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、

健
康
増
進
な
ど
の
経
費
で
す
。

将
来
負
担
比
率
…
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
（
第
３
セ
ク
タ
ー

等
を
含
む
）
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
あ
り
、
本
町
の
平

成
叅₀
年
度
決
算
は
⓼9
・
５
％
で
、

国
が
定
め
る
健
全
化
基
準
の

３
５
０
％
を
下
回
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
県
平
均
よ
り
も
高
い
比
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●基金の状況（令和㆓年㆒月㆒日現在）
財 政 調 整 基 金 5億110万円
減 債 基 金 6，235万円
教育施設整備基金 1億4，632万円
ふ る さ と 基 金 4億4，329万円
国 際 交 流 基 金 1，390万円
温 泉 施 設 基 金 1億1，020万円

リーディングファーマーズ銀行基金 342万円

●令和㆓年度への繰越明許事業の内容

小 学 校 施 設 情 報 通 信
ネットワーク等整備事業 4，800万円

中 学 校 施 設 情 報 通 信
ネットワーク等整備事業 3，000万円

公 共 施 設 等
長 寿 命 化 対 策 事 業 2億5，700万円

53億9,500万円令和2年度
町の予算は　歳出のなかで大きな割合を占める民

生費は、子育て交流施設本体の建設
工事費の減額等により、前年度比で
37.9％の減となっています。
　教育費は、押切小学校校舎の長寿
命化事業や、保育所等施設整備支援
事業が増額となったことなどにより前年
度比で55.7％の増となっています。
　土木費は、橋梁長寿命化対策事業
や都市公園整備事業、防雪対策事業
の増などにより、前年度比で16.3％の
増となっています。
　農林水産業費は、新たに新農業所
得構造改革推進事業などの農業振興
策に取り組むこととしたほか、京田川地
区農村防災減災事業負担金の皆増によ
り、前年度比で6.3％の増となっていま
す。
　消防費は、消防ポンプ自動車等購入
費を計上したことなどにより、前年度比
で0.9％の増となっています。
　公債費は、前年度比で8.0％の減と
なりましたが、将来負担比率も依然とし
て高い状況にあることから、財政の健
全化に努めていきます。

三川町の予算　歳出
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新たな時代に向けて
　町民の皆さんの意見をお寄せください

第
4
次
三
川
町
総
合
計
画（
案
）に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

　

本
町
で
は
、
現
在
「
第
３
次
三
川
町
総
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て

お
り
、
本
年
度
は
現
行
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
か
ら
㆒₀
年
間
を
計
画
期

間
と
し
た
次
期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
昨
年
２

月
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
㆓⓼
人
の
委
員
か
ら
な
る
「
総
合

計
画
策
定
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
、
町
民
を
対

象
に
実
施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
や
第
３
次
総
合
計
画
事
業
の
検
証
結
果
を
も

と
に
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

「
第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
（
案
）」
を
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
下
記
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
の
㆒₀
年
間
を
見
据
え
た
、
町
の
指

針
と
な
る
計
画
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
に
つ
い
て
は
、
内
容
を

取
り
ま
と
め
、
町
の
考
え

方
を
添
え
て
公
表
し
ま
す
。

〈
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
内
容
〉

○
資
料
の
名
称

　

第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
（
案
）

○
意
見
募
集
期
間

　

５
月
７
日
㈭
ま
で

○
資
料
の
閲
覧
場
所

　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、
役
場
企
画
調
整
課
、
三
川

町
公
民
館
、
三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

○
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、
本
町
に
事
務
所
ま

た
は
事
業
所
を
有
す
る
方
、
本
町
の
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
、
本
町
に
納
税
義
務
が

あ
る
方

○
意
見
の
提
出
方
法

　
「
意
見
提
出
用
紙
」
に
意
見
を
記
入
の
上
、
役

場
企
画
調
整
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
の
提
出
も
可
能
で

す
。

○
そ
の
他

　

電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
意
見
等
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
意
見
を
公
表
す
る
際
は
、
個
人
情
報
は

公
開
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
詳
細
な
計
画
内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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【意見の提出先・問合せ先】
〒997-1301　山形県東田川郡三川町大字横山字西田85

三川町役場�企画調整課�企画調整係　☎35－7013　FAX�66－3138
kouhou.m@town.mikawa.yamagata.jp

第４次三川町総合計画（案）
～計画の体系～

　ここに住む全ての人々が、この町に誇りを持ち、自助・共助・公助による
協働のまちづくりを推進し、快適で利便性の高い生活をおくることができる
環境を創り、魅力あふれる三川町として未来に引き継いでいきます

基 本 理 念

あふれる笑顔��みんなが住みやすいまち�
ハートフルタウン　みかわ

まちの将来像

基本目標４
未
来
に
向
か
っ
て
継
続
し

発
展
す
る
ま
ち

●
自
然
と
調
和
し
た
住
環
境
の
整
備

●
町
民
総
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

基本目標２
い
つ
ま
で
も
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
強
靭
な
ま
ち
の
実
現

●
誰
も
が
健
康
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る
共
生
社
会
の
実
現

基本目標３
創
造
力
に
あ
ふ
れ
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち

●
魅
力
的
で
活
力
に
満
ち
た
産
業
の
育
成
と
雇
用
の
創
出

●
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大

基本目標₁
将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る

人
を
育
む
ま
ち

●
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
生
涯
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
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―�令和㆓年度�三川町住まいづくり支援事業�―

今年度、町で実施する住まいづくり支援事業を紹介します。

大きな夢を叶えるお手伝い

町外から移住・
定住される方は
こちらも

【住宅取得支援事業】
　自ら居住する、または居住する予定の一戸建て住宅
の建設または新築・中古住宅の取得（取得費が100万
円以上）が対象
○新築の場合の補助額：事業費×㆓％（限度額㆓₀万円）
　�さらに、町内業者との契約の場合、事業費×叅％（限
度額叅₀万円）を加算

○�中古住宅の場合の補助額：事業費×㆒％（限度額㆒₀
万円）

　�さらに、町内業者との契約の場合、事業費×㆒．⓹％
（限度額㆒⓹万円）を加算

　町外から町内に移住するた
め、自ら居住する一戸建て住
宅の建設または新築・中古住
宅の取得が対象
○�補助額：㆒棟あたり㆓₀万円
さらに、世帯主が昭和6₀
年4月㆒日以降に生まれた
方の場合、叅₀万円を加算

【住宅用太陽光発電システム設置補助事業】
　自ら居住する、または居住する予定の町内の住宅に新規に設置する工事が対象（10kw未満のみ）
○補助額：発電システム最大出力×叅万円／kw（限度額㆒㆓万円）

【住宅リフォーム支援事業】
　減災・部分補強、寒さ対策・断熱化、バリアフリー化、県産木材使用、克雪化の工事が対象
○補助額：工事費×㆒₀％（限度額㆒㆓万円）
　�ただし、人口減少対策（三世代世帯、近居世帯、新婚世帯、多子世帯）や県産木材叅㎥以上使用等の
場合、補助率のアップや限度額が拡充します。

【木造住宅耐震改修事業】
　昭和56年5月31日以前に着工された木造
住宅の耐震改修が対象
○補助額：工事費×⓹₀％（限度額㆒㆓₀万円）

さらに

住宅を新たに取得するとき

住宅をリフォームするとき

【移住定住促進事業】
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空き家を町に寄附したい

　町は、次の要件等を満たした場合、空き家等（敷地、立木、門塀、その
他構造物等を含む）の寄附を受けます。
○町が寄附を受け入れるための主な要件
　・�木造または軽量鉄骨造の建物で特定空き家等として認定されたもので

あること。
　・�土地、建物に物権（所有権を除く）または賃借権が設定されていない

こと。
　・�土地、建物が複数の者の共有にある場合は、共有者全員の同意が得ら

れていること。
　・所有者が町税を滞納していないこと。
　・所有者が一定の所得額以下であること。
　・�寄附受入れ後の維持管理等に支障を来たす恐れがないこと。また、そ

の後の利活用が見込めるものであること。

【危険ブロック塀等撤去支援補助事業】
　道路に沿って建っているブロック塀等で、倒壊の恐れのあるものを撤去
する工事が対象
○補助額：�危険ブロック塀等の撤去費及び廃材処分費の㆒／㆓
　　　　　（限度額㆒₀万円）

【老朽危険空き家等解体促進補助事業】
　町内にある老朽危険空き家(住宅の不良度判定基準による評点が100点
以上の家屋等)の解体撤去工事が対象
○有効活用促進型の補助額：解体撤去工事費等の額×9₀％(上限㆒⓹₀万円)
○解体促進型の補助額：解体撤去工事費等の額×⓹₀％(上限㆒₀₀万円)
　　　　　　　　　　　ただし、低所得者世帯の補助率は㆓／叅

【空き家資金利子補給事業】
　解体撤去工事に要する費用の資金として金融機関から受ける融資が対象
○補助額：解体ローン借入額（保証料を含む）×借入利子率（上限㆓％）
○補助期間：最長⓹年間

【事業の詳しい内容については、お気軽にお問合せください】
○申請・問合せ先　役場建設環境課�建設係　☎35－7035

危険ブロック塀を撤去するとき

老朽危険空き家を解体するとき
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コンビニ納付の注意点これまで通りの納付も可能です

納付できる町税・料金等納付できるコンビニ

納　付　方　法

　これまでの役場会計課窓口や金融機関での納付に加えて、4月から全国各地のコンビニで町税等の納
付が可能になります。

4月から納付書の様式が変わります

₄月スタート
町税等がコンビニで納付
できるようになります

◆
次
の
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま

せ
ん

○
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
の
無
い
納
付
書

○
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が
叅₀
万
円

を
超
え
る
も
の

○
破
れ
た
り
、
汚
れ
た
り
し
て
バ
ー
コ
ー

ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

○
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

○
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

○
ミ
シ
ン
目
を
切
り
離
し
た
も
の

　

町
税
や
料
金
等
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
役

場
会
計
課
窓
口
や
金
融
機
関
で
も
納
付
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
の
納
付
は
、
役
場

や
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
出
か
け
る
手

間
が
省
け
、
大
変
便
利
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
会
計
課
出
納
係

☎
35
―
７
０
３
７

◆
町
　
税

○
個
人
町
民
税
・
県
民
税

　
（
普
通
徴
収
）

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

○
国
民
健
康
保
険
税

◆
料
金
等

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
（
普
通
徴
収
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

○
保
育
所
保
育
料

○
幼
稚
園
保
育
料

○
町
営
住
宅
使
用
料

○
育
英
奨
学
資
金
償
還
金

※
普
通
徴
収
：
納
税
義
務
者
等
が
自
ら

納
付
す
る
徴
収
方
法
の
こ
と
で
す
。

○
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

○
ロ
ー
ソ
ン

○
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ　
ほ
か

※
納
付
書
の
裏
面
に
納
付
可
能
な
コ
ン

ビ
ニ
等
の
一
覧
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

４
月
以
降
に
発
送
す
る
納
税
通
知
書
等

に
同
封（
※
）

さ
れ
て
い
る
納
付
書
を
コ

ン
ビ
ニ
に
お
持
ち
い
た
だ
き
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る

場
合
、
納
付
書
は
同
封
さ
れ
ま
せ
ん
。

休日や夜間も
納付OK
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こ
の
事
業
は
、
委
託
医
療
機
関
で

あ
る
三
川
病
院
の
医
師
、
看
護
師
、

精
神
保
健
福
祉
士
等
で
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
チ
ー
ム
員
に
よ
る
訪
問
や
継

続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
早
期
診
断
・
早
期

対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
で
き
る
だ
け
そ
の
人
ら

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
本
人
や
そ

の
家
族
に
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

内　
　

容

　

認
知
症
の
知
識
を
持
つ
専
門
員
が

認
知
症
ま
た
は
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

方
の
自
宅
を
訪
問
し
、
専
門
医
療
機

関
の
受
診
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
説
明
や
利
用
支
援
、
認
知
症
の
状

態
に
応
じ
た
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

　

期
間
は
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
安
定
的
な
支
援
に
移
行
す
る

ま
で
の
間
で
、
概
ね
６
カ
月
以
内
と

し
ま
す
。

○
自
宅
へ
の
訪
問

　

町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
連
絡
を
受
け
た
三
川
病
院
の
チ
ー

ム
員
２
人
が
自
宅
を
訪
問
し
、
本
人

や
家
族
か
ら
認
知
症
の
症
状
や
困
っ

て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

○�

支
援
方
針
に
沿
っ
た
サ
ポ
ー
ト

（
継
続
訪
問
）

　

初
回
訪
問
の
結
果
を
も
と
に
支
援

方
針
を
決
定
し
、
本
人
の
症
状
や
家

族
の
状
況
に
あ
っ
た
継
続
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方

　

自
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
40
歳

以
上
の
方
で
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

方
あ
る
い
は
認
知
症
の
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
中

断
し
て
い
る
方

・�

認
知
症
の
臨
床
診
断
を
受
け
て
い

な
い
、
ま
た
は
中
断
し
て
い
る

・�

継
続
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
な
い

・�
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ

い
て
い
な
い

②�
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
受
け
て
い
る
が
、
認
知
症
に
よ

る
症
状
が
強
く
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
よ
い
の
か
困
っ
て
い
る
方

　

専
門
職
の
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
で
、

適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
な
が
る
ま
で
の
支
援
と
な
り

ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。
困
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先　

三
川
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
役
場
健
康
福
祉
課
内
）

☎
35
―
７
０
３
１

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の

こ
と
で
す
。
地
域
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
た
く
さ
ん
増
や
し
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
認
知
症
の
方
へ
の
理
解
を

広
げ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

住
民
の
手
で
つ
く
ろ
う
と
、
全
国
各

地
で
養
成
講
座
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
養
成
講
座
や
研
修

会
を
通
じ
て
認
知
症
を
正
し
く
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
町
内
会
で
の
健
康
ま
つ

り
や
サ
ロ
ン
、
小
学
校
で
実
施
し
ま

し
た
。
身
近
な
グ
ル
ー
プ
で
、
認
知

症
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

○
開
催
時
期　
５
月
～
令
和
３
年
３
月

○
時　

間　

約
１
時
間
～
１
時
間
半

○�

内　

容　
「
認
知
症
と
は
」「
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
」
な
ど
の
講

話
の
ほ
か
、
寸
劇
・
紙
芝
居
等
取

り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○�

対　

象　

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業
、
そ
の
他

関
心
の
あ
る
方

○�

開
催
場
所　

町
内
会
の
公
民
館
、

学
校
、
企
業
の
会
議
室
な
ど

○�

人　

数　

１
グ
ル
ー
プ
10
～
50
人

程
度

○
費　

用　

無
料

※�

会
場
使
用
料
が
必
要
な
場
合
は
、

申
込
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

三
川
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
健

康
福
祉
課
内
）
☎
35
―
７
０
３
1

― 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
ご
案
内 

―

認
知
症
を
学
ぼ
う

早期診断・早期対応のために
認知症初期集中支援チームが訪問します
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優
し
く
、
賢
く
、
逞た

く
ま

し
い
東
郷
っ
子

　

新
年
度
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

東郷小学校
より

　

令
和
２
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
東
郷
小
学
校
の
児
童
数
は
、
昨
年
度
よ
り
も
６
人

増
え
て
、
１
３
４
人
で
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
生
は
22
人
と
、
２
年
連
続
で
20
人
を

超
え
る
人
数
で
す
。

　

児
童
た
ち
が
目
指
す
今
年
度
の
学
校
像
と
し
て
、「
自
他
を
尊
重
し
相
手
を
思
い
や
り
、

共
に
生
き
る
子
ど
も
」、「
予
想
を
立
て
、
筋
道
を
通
し
て
考
え
表
現
し
、
確
か
め
る
子
」、

「
目
当
て
を
持
ち
、
進
ん
で
取
り
組
み
、
自
分
の
力
を
高
め
る
子
」の
３
つ
を
定
め
ま
し
た
。

☆
区
切
り
の
年
へ　
「
新
し
い
も
の
」と「
伝
統
的
な
も
の
」の
取
り
組
み

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
特
別
な
教
科
で
あ
る
道
徳
教
科

や
外
国
語
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど
、
以
前
は
な
か
っ
た
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
増
え
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
ど
の
よ
う
に
効
率

よ
く
学
習
を
進
め
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
学
習
指
導
要
領
に
は
な
い
、

東
郷
小
学
校
で
行
わ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
行
事
の
継
承
方
法
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
東
郷
小
学
校
で
行
わ
れ
る
校
内
相
撲
大
会
と
凧
作
り
・
凧
揚
げ
の
２
つ
の
伝
統

行
事
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

☆
校
内
相
撲
大
会

　

東
郷
小
学
校
で
は
、
以
前
か
ら
校
内
相
撲
大
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
沿
革
誌

に
よ
る
と
、
相
撲
場
は「
昭
和
15
年
竣
工
、
道
場
開
き
」の
記
載
が
あ
り
、
80
年
近
く
続
け

ら
れ
て
き
た
行
事
で
す
。
ま
た
、
化
粧
ま
わ
し
を
付
け
た
１
年
生
に
よ
る
土
俵
入
り
は
、
35

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
「
土
俵
入
り
を
前
に
し
て
、
親
は
化
粧
ま
わ
し
作
り
と
い
う
形
で
子
ど
も
へ
の
愛
情
を
表

町長コラム
「誠・心・誠・意」

消
防
団
活
動
へ
の
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

４
月
５
日
㈰
、
令
和
２
年
度
の
三
川
町
消

防
団
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
昇
任
し
た
幹
部
団
員
や
新
入
団
員

一
人
ひ
と
り
に
辞
令
を
交
付
し
ま
す
が
、
今

回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
参
列
対
象
者
や
式
の
内
容
を
変
更
し

て
開
催
す
る
な
ど
、
感
染
症
予
防
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
町
外
へ
の
若
者
の
流
出
や
、

勤
務
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
団
員
の

確
保
が
難
し
い
と
い
う
声
を
多
く
受
け
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
新
た
に
12
人
の
新
入

団
員
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
と
し
て
、
火
災
の
み
な
ら

ず
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
と
い
う
大
変
崇

高
な
使
命
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

団
員
の
多
く
は
、
普
段
は
職
に
就
い
て
い

る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
多
忙
を
極
め
る

な
か
で
の
活
動
と
な
る
か
と
は
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
や
班
で
相
互
に
連
携
し
、

お
互
い
に
支
援
し
た
り
、
技
術
的
な
面
で
指

導
し
た
り
と
い
っ
た
形
で
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
日
々
の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
４
月
５
日

以
降
、
庄
内
地
域
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
で
は
小
・
中
学
校
の
臨

時
休
校
の
延
長
や
、
町
有
施
設
の
休
館
な
ど

の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
と
い
っ
た
通
常
の
感
染
症
対
策
に
加
え
、

集
団
感
染
防
止
の
た
め
、「
換
気
の
悪
い
密

閉
空
間
」「
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所
」「
間

近
で
会
話
や
発
生
を
す
る
密
接
場
面
」
を
な

る
べ
く
避
け
た
上
で
行
動
す
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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現
す
る
。
子
ど
も
は
、
手
作
り
の
ま
わ
し
に
喜
び
と

感
謝
の
思
い
を
持
つ
。
地
域
の
指
導
者
は
、
堂
々
と

し
た
土
俵
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
熱
心
に
指
導
す
る
。

そ
し
て
、
化
粧
ま
わ
し
を
着
け
て
の
初
の
土
俵
入
り
と

い
う
晴
れ
舞
台
を
終
え
、
先
輩
児
童
・
家
族
・
地
域
の

方
々
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
る
」と
の
趣
旨
で
始
め

ら
れ
た
行
事
で
、
そ
の
一
連
の
営
み
を
継
承
し
、
人

と
人
の
心
を
現
代
ま
で
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
近
年
は
保
護
者
か
ら「
化
粧
ま
わ
し
の
作
製

が
負
担
だ
」と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
な
が
ら
改
善
策
を
考
え
、「
土
台
と
な
る
布
地
を
配

付
す
る
」、「
腰
紐
の
作
成
を
省
略
す
る
」、「
講
習
会

を
充
実
さ
せ
る
」と
い
っ
た
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
よ

り
今
の
時
代
に
合
わ
せ
た
形
で
伝
統
の
継
承
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
凧
作
り
・
凧
揚
げ

　

凧
作
り
と
凧
揚
げ
も
１
０
０
年
近
い
伝
統
が
あ
る

行
事
で
す
。
冬
の
子
ど
も
の
遊
び
が
な
い
中
、
外
で

凧
揚
げ
し
て
遊
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、
東
郷
小
学
校

の
冬
の
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
や
家

庭
と
持
続
可
能
な
方
法
を
考
え
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
、
教
育
現
場
は
変
革
の
年
を
迎
え
、
知
識
を
重

視
す
る
教
育
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
問
題
を
解
決
す
る

か
と
い
う
過
程
を
重
視
す
る
教
育
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
従
い
、
教
育
の
本
質
を
達

成
し
つ
つ
、
東
郷
小
学
校
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
を

通
し
て
、
地
域
を
愛
す
る
心
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

俳
　
壇

水
仙
花
名
残
り
の
雪
に
頭
垂た

れ

庄
野
す
み
れ

滔と
う
と
う滔
と
雪
解
け
川
や
舟
下
る

工
藤
ひ
ろ
し

う
れ
し
さ
に
氷
も
解
け
る
術
日
か
な

斎
藤　
　

優

雛ひ
な
遊
び
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
て
影
薄
し

佐
藤　

誠
爾

春
な
の
に
新
型
コ
ロ
ナ
席
捲
す

荘
司　

博
子

包
み
込
む
春
の
陽
射
し
が
試
練
を
も

小
林　
　

裕

煤す
す
け
た
る
昔
の
面
の
瓦か
わ
ら
び
な雛

飯
野　

藤
子

野
仏
の
ご
と
佇
む
農
夫
畦
青
む

春
山　

夏
海

歌
　
壇

姿
な
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
震
撼
す
梅
の
便
り
も
と
ど
か
ぬ
今
は

佐
藤　
　

頴

母
眠
る
奥
津
城
守
る
地
蔵
尊
に
風
雪
よ
け
の
覆
い
を
付
け
し

佐
藤　

博
政

敬
ひ
し
大う

し人
亡
き
あ
と
に
梅
の
花
雪
風
の
な
か
凛
と
咲
き
お
り

齋
藤　

久
繁

古
く
か
ら
梅
は
百
花
に
魁
と
言
う
ス
ー
パ
ー
の
展
示
に
し
ば
し
憩
う
る

前
田
キ
ヌ
エ

梅
の
木
に
集
ひ
い
し
雀
六
、七
羽
声
も
明
る
く
花
に
た
わ
む
る

五
十
嵐
松
男

梅
の
枝
花
び
ん
に
活
け
て
咲
く
を
待
つ
水
し
っ
か
り
と
花
を
楽
し
ま
む

土
田　
　

秀

庭
す
み
の
樹
齢
重
ね
し
梅
の
木
の
雪
ふ
る
な
か
に
花
咲
き
初
め
し

齋
藤
与
次
雄

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー
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　町内で廃棄物を田や畑等で焼却する「野焼き」を見かけることがあります。「野焼き」を行うとダイオ
キシン類などの有害物質を発生させるだけでなく、悪臭や大気汚染（PM2.5など）の原因にもなるた
め、周辺住民にとって大きな迷惑となります。
　「野焼き」は法律により一部の例外を除いて禁止され、悪質な行為については重い罰則が科せられま
す。一部の例外に該当する焼却であっても、周辺地域の生活環境に与える影響が軽微である場合に限
られ、万一、苦情が寄せられたり、周辺に火が燃え移ったりした場合は、行為者の責任になります。
　一人ひとりが環境や近隣の方々のことを考え、行動することが求められます。廃棄物は「野焼き」せ
ず、決められた方法でごみステーションに出しましょう。

�「一部の例外」の主なもの（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第14条）
・�風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
・�農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる
　廃棄物の焼却

※�　一部の例外に該当する焼却を行う場合
は、消防署三川分署に届け出し、火災防
止についての説明を受けてください。
　�　なお、消防署への焼却行為の届け出制
度は、火災予防の観点から設けられたも
のであり、届け出したことにより屋外焼
却が認められるものではありませんので
ご留意ください。

【ごみ収集量実績】
3月収集量

R元年度（H30年度） 対前年度増加率
も  や  す  ご  み 121.00t（118.00t） 2.54％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル 	 3.32t　（3.32t） 0.00％
び ん ・ 缶 	 4.38t　（5.23t） ▲16.25％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 	 2.31t　（0.96t） 140.63％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 	 0.19t　（0.22t） ▲13.64％
合 　 　 　 計 131.20t（127.73t） 2.72％
○問合せ先　役場建設環境課 環境整備係　☎35－7036

【今月のテーマ】
～「野焼き」は禁止です!～みかわ環境つうしん

Mikawa Environment Newsletter

○申請予約・問合せ先　役場町民課 住民係　☎35－7025

　これまでマイナンバーカードは、郵送またはインターネットによる申請後、
役場町民課住民係窓口で交付を行っていました。4月からはこれまでの方法
に加え、窓口で申請後、自宅でマイナンバーカードの受取りができるように
なりました。ご希望の方は、お気軽にお問合せ・お申込みください。

○申請に必要な顔写真は手続き時に無料で撮影します
○事前の予約が必要です
○受付時間　役場開庁日の午前9時～午後4時
※町民課窓口ナイトサービス実施日は午後6時まで延長します
○申請できる方　マイナンバーカードを希望する本人

○申請に必要なもの
・�通知カード、マイナンバーカード交付
申請書

・印鑑（認印可）
・運転免許証等の本人確認書類

○本人限定受取郵便で送付します
○受取り時、郵便局員に本人確認書類（運転免許証、保険証等）の提示が必要です

役場でマイナンバーカードを
申請できるようになりました

手順①　役場（町民課住民係）で交付申請手続きをします【予約制】

手順②　約1カ月後、自宅にマイナンバーカードが届きます

この機会に
ぜひ申請を
お願いします
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無
し
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
き
て
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
散
歩
を
し
な
が
ら
ゴ
ミ

拾
い
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
ｍ
ほ
ど
歩
い
た
だ
け
で
、
両
手

に
持
っ
た
ゴ
ミ
袋
は
パ
ン
パ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
誰
が
残
し
た
ゴ
ミ
な
の
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
な

が
ら
、
み
ん
な
で
暮
ら
す
町
を
美
し
く
保

ち
た
い
も
の
で
す
よ
ね
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ゴ
ミ
を
見
つ
け
る
の
が

楽
し
く
な
っ
て
き
た
の
か
、
見
つ
け
る
度

に
走
り
回
り
、
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
感
覚
で

ゴ
ミ
拾
い
を
楽
し
み
、
町
を
キ
レ
イ
に
し

て
い
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を

心
配
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
普
段
の
散
歩

の
つ
い
で
に
ゴ
ミ

拾
い
を
し
て
み
る

こ
と
な
ど
は
、
い

い
気
分
転
換
に
な

り
ま
す
ね
。

■
鶴
岡
市

旧
い
こ
い
の
村
庄
内
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

見
頃
を
迎
え
ま
す

○
期　

間　

４
月
26
日
㈰
ま
で

○
時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
問
合
せ
先　

庄
内
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
倶
楽

部
中
村

☎
０
９
０
―
８
６
１
７
―
７
１
６
７

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
　
春
の
例
大
祭

奉
納
上
演
　
山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

○
日　

時　

５
月
３
日
㈰　

午
後
２
時
～

午
後
５
時

○
会　

場　

山
五
十
川
古
典
芸
能
伝
承
館

○
内　

容

山
戸
能
座
揃
囃
子
、
恋
慕
の

舞
、
式
三
番
、
高
砂　

山
五
十
川
歌
舞

伎
平ひ

ら

仮か

名な

盛せ
い

衰す
い

記き

、
源げ

ん

太た

勘か
ん
ど
う当
の
場ば

○
問
合
せ
先　

山
五
十
川
公
民
館

☎
45
―
２
９
４
９

■
酒
田
市

酒
田
日
和
山
桜
ま
つ
り

○
期　

間　

４
月
19
日
㈰
ま
で

○
会　

場　

日
和
山
公
園
（
酒
田
市
南
新

町
）

○
内　

容　

千
石
船
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
９
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
露
店
の
出
店
、
イ

ベ
ン
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
問
合
せ
先　

酒
田
市
役
所
交
流
観
光
課

観
光
戦
略
係

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
５
９

舞
鶴
公
園
桜
ま
つ
り

○
期　

間　

５
月
６
日
㈬
ま
で

○
会　

場　

舞
鶴
公
園
、
八
森
自
然
公
園
、

八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ
付
近
の
桜
並
木

○
内　

容　

舞
鶴
公
園
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
９
時
30
分

ま
で
）

○
問
合
せ
先　

酒
田
市
八
幡
総
合
支
所
建

設
産
業
課☎

０
２
３
４
―
64
―
３
１
１
５

⇐�伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い
と
う藤

秀ひ
で
か
ず和

【
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
予
定
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に

な
る
な
ど
、
外
出
す
る
の
に
も
た
め
ら
い

を
感
じ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
少
し
で
も
気
晴
ら
し
に
と
、

子
ど
も
と
一
緒
に
散
歩
に
出
か
け
た
と
き

の
こ
と
で
す
。

　

自
宅
の
そ
ば
の
道
路
を
歩
い
て
い
る
と
、

田
ん
ぼ
の
脇
道
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
普
段
は

車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
な
か

な
か
気
付
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
あ
ま
り
の
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
お
菓
子
の

袋
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
落
ち
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思

い
ま
す
。
こ
れ
が
日
常
茶
飯
事
で
は
、

せ
っ
か
く
の
三
川
町
の
美
し
い
景
観
が
台
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エ
ン
ジ
ョ
イ
金
峯
山
登
山

○
日　

時　

５
月
15
日
㈮　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
受
付
け
開
始
：
午
前
９
時

30
分
～
）

○
対　

象　

ど
な
た
で
も

○
定　

員

20
人

○
参
加
費

20
円
（
保
険
代
）

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
12
日
㈫
ま
で

（
４
月
19
日
㈰
、
27
日
㈪
、
５
月
11
日

㈪
は
休
所
日
の
た
め
申
込
み
不
可
）

○
申
込
み
方
法　

電
話

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://

www.asoviva-p.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県

金
峰
少
年
自
然
の
家
（
鶴
岡
市
高
坂
）

☎
24
―
２
４
０
０

わ
ん
ぱ
く
自
然
塾
～
春
の
巻
～

○
期　

日　

５
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

○
対　

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

○
定　

員

30
人

○
内　

容　

金
峯
山
登
山
、
山
頂
ビ
バ
ー

ク
泊
体
験
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

○
参
加
費　

３
，
０
０
０
円
程
度

○
申
込
み
締
切
り　

４
月
28
日
㈫
ま
で

（
４
月
19
日
㈰
、
27
日
㈪
は
休
所
日
の

お
知
ら
せ

た
め
申
込
み
不
可
）

○
申
込
み
方
法　

電
話

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://

www.asoviva-p.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県

金
峰
少
年
自
然
の
家
（
鶴
岡
市
高
坂
）

☎
24
―
２
４
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

○
期　

日

丙　

種　
　
　

５
月
12
日
㈫

乙
種
第
４
類　

５
月
13
日
㈬
、14
日
㈭

○
会　

場　

鶴
岡
市
消
防
本
部
（
鶴
岡
市

美
咲
町
）

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
11
日
㈪
ま
で

※
参
加
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
消
防
署

お
よ
び
消
防
分
署
に
あ
り
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
消
防
本

部
予
防
課

☎
22
―
８
３
３
２

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
期　

日　

６
月
20
日
㈯　

午
前
中

○
会　

場　

県
立
鶴
岡
工
業
高
校
（
鶴
岡

市
家
中
新
町
）

○
受
付
期
間

書
面
申
請

４
月
27
日
㈪
～
５
月
11
日
㈪

電
子
申
請

４
月
24
日
㈮
～
５
月
８
日
㈮

※
受
験
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
お
よ
び

消
防
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、（
一

財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

4お知らせ
Information

2020 April

教
育
委
員
紹
介

　

長
年
に
わ
た
り
、
教
育
委
員
を
務
め
ら

れ
た
佐
藤
和
寿
さ
ん
が
任
期
満
了
で
退
任

さ
れ
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
に

佐
藤
隆
弘
さ
ん
（
青
山
）
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　
（
一
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部　
　

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６
１

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

北
田
団
地

○
所　

在　

三
川
町
大
字
押
切
新
田
字
北

田
80

○
募
集
戸
数　

２
戸
（
３
階
）

○
構
造
等　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

４

階
建

横
山
団
地

○
所　

在　

三
川
町
大
字
横
山
字
畑
田
１

４
４

○
募
集
戸
数　

２
戸

○
構
造
等　

木
造
平
屋
建

○
申
込
み
締
切
り　

４
月
30
日
㈭
ま
で

○
入
居
可
能
時
期　

５
月
中
旬
ご
ろ
（
予

定
）

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境

課
建
設
係

☎
35
―
７
０
３
５

催
し
物

※
本
紙
に
掲
載
の
催
し
物
等
に
つ
い

て
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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町の集団健診を中止します

個
人
情
報
保
護
と
情
報
公
開
の

実
施
状
況
の
お
知
ら
せ

◆
個
人
情
報
保
護
に
係
る
実
施
状
況

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
個
人
情
報

保
護
に
係
る
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

　

・
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数　
　

０
件

　

・
個
人
情
報
訂
正
請
求
件
数　
　

０
件

　

・
個
人
情
報
是
正
申
出
件
数　
　

０
件

　

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

◆
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
情
報
公
開

の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

・
情
報
公
開
請
求
件
数　
　
　
　

１
件

　

・
情
報
公
開
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

　

・
情
報
非
公
開
件
数　
　
　
　
　

１
件

　
　
（
う
ち
該
当
情
報
な
し　
　
　

１
件
）

　

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
35
―
７
０
０
９

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に
ご
注
意

　

山
形
県
内
で
は
毎
年
の
よ
う
に
有
毒
植

物
を
山
菜
等
と
間
違
え
た
こ
と
に
よ
る
食

中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
山
菜
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
山
野
草
は
、
食
用
と
確
実
に
分
か
っ
て

い
る
も
の
し
か
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
。

②
食
べ
ら
れ
る
山
野
草
は
有
毒
植
物
が
入

り
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
採
取
時
や
調
理
前
に
は
十
分
確

認
す
る
。

③
安
易
に
譲
り
渡
し
た
り
、
譲
り
受
け
た

り
し
な
い
。

④
山
野
草
を
食
べ
て
、
吐
き
気
や
し
び
れ

等
の
体
調
不
良
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

残
品
を
持
っ
て
早
急
に
医
療
機
関
で
受

診
す
る
。

○
問
合
せ
先　

山
形
県
食
品
安
全
衛
生
課

☎
０
２
３
―
６
３
０
―
２
６
７
７

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
20

歳
未
満
で
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
、
基
準

に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は

父
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
に
対

し
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
障
害
の
状
況
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合

や
、
所
得
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
制
限

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
手
当
を
受
け
る
に
は
、
障
害
認
定
診
断

書
を
添
え
て
、
役
場
健
康
福
祉
課
に
申

請
が
必
要
で
す
。

○
申
請
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
35
―
７
０
３
０

　今年度の健診日程表を4月1日付けで全戸配布したところですが、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止のため、当面の間、町の健（検）診を中止させていただきます。再
開の見通しについては、決定次第、広報やホームページ等でお知らせいたします。ご不
便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
○問合せ先　役場健康福祉課�健康係　☎35－7032

受診の相談は「新型コロナ受診相談センター」
☎0120－88－0006（フリーダイヤル）へ

　新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる方は「新型コロナ受診相談センター（帰国者・接触者
相談センターから名称を改めました）」にご相談ください。
　新型コロナ受診相談センターでは、受診までの間の感染拡大を防止するために、次のような手順
で受診案内を行っています。
1.�「コールセンター」で症状と居住市町村を確認します。
2.��管轄の保健所が、相談者に対し折り返し連絡し、改めて症状等をお聞きした上で、県指定の医療
機関と調整を行います。

3.�保健所から相談者へ受診いただく医療機関と、受診までの注意事項をお伝えします。
4.�注意事項に従って、指定の医療機関（新型コロナ感染症外来）を受診いただきます。
5.�医師が診察し、検査が必要な場合は保健所に依頼して検査を行います。
○問合せ先　新型コロナ受診相談センター【毎日24時間対応、土・日曜日・祝日含む】



₂₀

広��

告

TEL 0235-68-1600  http:www.aeon.jp/sc/mikawa/

イオンモールメンバーズアプリ
Step1.

Step2.

Step3.

毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中
アプリで配信されたクーポンをご呈示ください。 

毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中
アプリで配信されたクーポンをご呈示ください。 

毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中毎週末「ダウンロードありがとうプレゼント」実施中

「イオンモールメンバーズアプリ」
ダウンロード

お気に入りのモールに
「イオンモール三川」を登録

イオンカード・WAON カード・
WAON ポイントカードの中から
1 つカード情報を登録
ぜひ登録してくださいネ！

「イオンモールメンバーズアプリ」
ダウンロードダウンロード

お気に入りのモールに
「イオンモール三川」を登録

イオンカード・WAON カード・
WAON ポイントカードの中から
1 つカード情報を登録

↓

↓

イオンモールメンバーズアプリ
Step1.「イオンモールメンバーズアプリ」「イオンモールメンバーズアプリ」

登録はカンタン 3 ステップ！登録はカンタン 3 ステップ！

○�協賛店で子育て世帯がパスポートを提示す
ると、各種割引・優待サービスや乳幼児連
れの外出支援・応援サービス等を受けるこ
とができます。上のようなステッカーを掲
示している店舗で使えます。
○�パスポートの交付対象は、「18歳未満の子
どもまたは妊婦のいる家庭」です。
○�電子画像は、県ホームページか
ら専用の申請フォームにアクセ
スしてお使いのスマートフォン
に保存または印刷してお使いく
ださい。
※パスワード入力が必要です。
※�パスワードは、対象者に市町村窓口で配布
するチラシに記載されています。
○�電子画像を利用できない家庭には、役場健
康福祉課�健康係（☎ 35－7033）で紙のパス
ポートを配布しています。
※詳しくは県ホームページをご覧くだ
　さい。
○問合せ先　山形県子育て支援課
　　　　　　☎023－630－3345

若
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
を
支
援
し
ま
す

　

若
者
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す
る
際
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者　

次
の
①
か
ら
③
の
項
目

全
て
を
満
た
す
方

①
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
補
助
金
の
交
付
申
請
時
に
お
い
て
、
三

川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

③
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
２

月
28
日
ま
で
に
発
行
さ
れ
、
山
形
県
内

の
旅
券
取
扱
窓
口
で
交
付
を
受
け
た
パ

ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方

※
た
だ
し
、
記
載
事
項
変
更
旅
券
を
除
く
。

こ
の
ほ
か
に
も
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
金
額　

５
，
０
０
０
円

○
補
助
対
象
人
数　

先
着
5
人
（
予
定
）

○
手
続
き
方
法　

申
請
書
（
兼
）
請
求
書

に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
（
顔
写
真
記

載
の
ペ
ー
ジ
と
発
行
官
庁
記
載
の
ペ
ー

ジ
）
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
に
発
行
さ
れ
、
山
形
県
内
の
旅
券
取

扱
窓
口
で
交
付
を
受
け
た
パ
ス
ポ
ー
ト

を
お
持
ち
の
方
も
補
助
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
補
助
対
象
者
の
要
件

な
ど
の
制
度
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
企
画
調
整
課
企
画

調
整
係

☎
35
―
７
０
１
３

◎三川町子育て交流施設　幼児遊戯備品等購入
　納入期限　5月29日
　落札金額　3，630，000円
　落札業者　㈱レオ

◎三川町子育て交流施設　移動式音響反射板購入
　納入期限　6月19日
　落札金額　3，247，200円
　落札業者　㈱河合楽器製作所　山形ショップ

入 札 の 結 果

やまがた子育て応援パスポート
電子画像のダウンロードは
お済ですか？
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△ 人口の動き 

△

（令和2年3月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,379人（減29人）　男3,612人（減17人）　女3,767人（減12人）
　増減の内訳　・転入30人・転出▲48人・出生3人・死亡▲14人
■世帯数／2,431戸（増減なし）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和₂年3月届出 （敬称略）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

瀨尾　榮一（₈₉歳） 加　　沼
佐藤　行彌（₈6歳） 成田新田
齋藤　惣一（₇₈歳） 成田新田
佐藤　松子（₈4歳） 猪　　子
小野寺さつよ（₉₂歳） 上　　町
水口　　厚（6₂歳） 猪　　子

吉村　貞治（₈₂歳） 成田新田
原田ゆき子（₉₂歳） 猪　　子
佐藤　のぶ（₉₀歳） 土　　口
和田　　進（₉4歳） 横 山 上
遠渡こ　み（１０１歳） 三 本 木
五十嵐春美（₉₈歳） 青　　山

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から25年前の平成7年4月
に発行された広報です。表紙の写真は東郷小学校の入学式の
様子です。
　新年度最初の広報には「施政方針」のコーナーを設け、そ
の年の町の主要事業などを紹介しています。この年の主要事
業として、農業所得の向上を目指す事業が数多く挙げられて
おり、町の基幹産業である農業の振興に力を入れて取り組む
様子が見えてきました。
　現在も、農業振興のためのさまざまな事業が行われていま
すが、つや姫などの銘柄米や有機栽培米といったこだわりの
米づくりを推進する事業や、急速に進む担い手不足解消のた
めの事業に力を入れるなど、その取り組み方の変化に時代の
移り変わりを感じました。

【平成₇年₃月₃₁日現在の総人口：₈，₁₁₃人】

あの頃のみかわ
今から25年前のみかわ 【平成7年（1995年）4月】

ご寄附ありがとうございました
　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。
石川　　幸様（横　川）
太田　幹雄様（落　合）

めん蔵イオンモール三川店様

ふるさと応援寄附金ありがとうございました
3月分　2,555人

　お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。

新規採用職員紹介

髙
たかはし

橋 七
なな せ

星
（酒田市）
会計課�出納係

奥
おくい

井 陸
りく お

生
（袖東町）

総務課�危機管理係

大
おおしま

島　　悠
ゆう

（鶴岡市）
産業振興課�農政係

阿
あ べ

部 純
じゅんな

奈
（酒田市）

健康福祉課�健康係

遠渡こ　み（１０１歳） 三 本遠渡こ　み（１０１歳） 三 本



本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

令
和

2
年

4
月

15
日

発
行

（
毎

月
1

回
）

通
巻

758
号

三
川

町
役

場
企

画
調

整
課

₂₂

₅月₅日（火・祝）菜の花まつり中止のお知らせ
　⓹月⓹日（火・祝）に開催を予定していた菜の花まつりは、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止の観点から中止することとしました。合わせて、
菜の花むすめ撮影会、菜の花写真コンテストなどのイベントも中止とします。

⃝問合せ先　三川町観光協会　☎66－46⓹6 観光協会HPはこちら➡

笹
巻
き
の
結
び
方

1234

5678

もち米は８分目まで！

この部分をしっかり閉
じないと煮た時にもち
米が出るので注意！

紐をひねってかける

広
報

Public relations of m
ikaw

a tow
n

　
「
食
の
み
か
わ　

お
し
な
が
き
」
で
は
、
食

生
活
改
善
推
進
員
（
通
称
：
食
改
）
さ
ん
の
料

理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る

の
は
、「
笹
巻
き
」
で
す
。

今
月
の
お
す
す
め

笹
巻
き

材
料
（
約
₄₅
個
分
）

・
も
ち
米　

１
・
５
㎏

・
重　

曹　
　
　

25
ｇ

・
笹
の
葉　
　
　

１
袋

・
平
テ
ー
プ

・
Ａ
（
黒
砂
糖
１
８
０
ｇ
、

　
　
　

水
４
カ
ッ
プ
）

・
Ｂ
（
き
な
こ
１
２
０
ｇ
、
砂
糖
大
さ
じ
１
、

塩
小
さ
じ
２
分
の
１
）

下
準
備

・
笹
の
葉
は
葉
元
を
少
し
切
り
落
と
す
。

・
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
に
笹
の
葉
を
入
れ
、
蓋
を

し
て
一
晩
置
く
。

・
も
ち
米
は
洗
っ
て
、
一
晩
水
に
浸
し
て
お
く
。

作
り
方

①
平
テ
ー
プ
を
約
85
㎝
の
長
さ
に
切
っ
て
３
本

に
割
き
、
紐
を
作
る
（
笹
巻
の
個
数
分
）。

②
笹
の
葉
を
１
枚
ず
つ
水
で
洗
う
。

③
も
ち
米
を
ザ
ル
に
上
げ
て
水
を
切
り
、
重
曹

を
ま
ぶ
し
て
混
ぜ
る
。

④
笹
の
葉
は
表
を
上
に
し
て
２
枚
取
り
（
大
き

い
葉
で
あ
れ
ば
１
枚
）、
少
し
ず
ら
し
て
重

ね
、
三
角
に
し
て
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
も
ち
米

を
入
れ
る
。
上
を
折
り
曲
げ
て
蓋
を
し
、
紐

で
結
ぶ
。

⑤
笹
巻
き
を
５
個
ず
つ
結
ぶ
。
大
き
め
の
鍋
に

笹
巻
き
と
た
っ
ぷ
り
の
水
を
入
れ
、
落
し
蓋

と
鍋
蓋
を
し
て
１
時
間
～
１
時
間
半
程
煮
る

（
時
間
は
好
み
で
調
整
）。
こ
の
時
、
笹
巻
き

が
お
湯
か
ら
出
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

⑥
火
を
止
め
て
そ
の
ま
ま
煮
汁
に
浸
し
て
お
く
。

冷
め
た
ら
ザ
ル
に
上
げ
て
水
切
り
す
る
（
冷

め
て
か
ら
上
げ
る
と
、
笹
の
葉
に
も
ち
米
が

く
っ
つ
か
な
く
な
る
）。

⑦
小
鍋
に
Ａ
を
入
れ
て
煮
詰
め
、
黒
蜜
を
作
る
。

⑧
Ｂ
を
合
わ
せ
て
お
く
。

⑨
巻
い
た
笹
を
取
り
、

　

黒
蜜
と
き
な
こ
を

　

付
け
る
。
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